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【大型クラゲ調査結果】 
 ８月 26 日に調査船「第２くろしお」の航行中にエチゼ

ンクラゲの目視調査を行いました。右図の丸印はクラゲの

確認ポイントです。川尻岬付近で多くのクラゲを確認しま

した。個体数は各ポイントにつき１～７個体、大きさは

60cm（傘径）程度のものが多かったです。なお、調査時

の表面水温は 24.7～26.3℃でした。 

【今後のクラゲの出現について】 
 漁業情報サービスセンターによると、8 月 27 日に福井

県越前町の定置網に 8,000 個体ものエチゼンクラゲが入網

しました。山口県では、まだこのような大きな被害はあり

ません。しかし、クラゲの大量出現年には、本県沿岸域で

は 9～10 月に多く現れる傾向があります。したがって、今

後、対馬東水道から流入するクラゲの動向（対馬の定置網

に入網する個体数など）を注視する必要があります。 

 

 

なお全国の大型クラゲ情報は、http://www.jafic.or.jp/kurage に

掲載され、日々更新されています。参考にしてください。 
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